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見やすい照明のための基礎研究
(その 3)
一背景の大きさ ・周辺の明るさが視力に及ぼす影響についてー
中根芳
Fundamental Study on Ligbting for Better Seeing 
(Part 3) 
YOSHIKAZU NAKANE 
序筒
照明計画において，明視照明(ムード照明に対応する
もので，物がよく見える，見易い乙とに重点をおいた照
明)の場合，従来行・われて来た視作業面(視対象物商)
への入射光東量で評価する量的照明設計だけでなく，我
々が物を見る場合，自IC入って来る光の量や性状iともと
づいて見え方が変るという乙とから言っても，自に入っ
て来る光の質及び量に注目した質的な照明設計が大切で
ある乙とは明白である。
そ乙で， 本紀要 (Vol.15) Iζ，視対象の背景が一線
な明るさに照明されている場合の，背祭と視対象物との
輝度対比，背景を輝度及び視対象物の大きさが見え方に及
iます影響について述べたが，1>その中でも明らかにした
如く，人聞の限は一般に，観対象と背景の対比が同じな
らば背景輝度が高い程視カが高くなる。また背景輝度が
等しければ.筏対象と背景の対比が低い程実際le働く実
効後カも低下する。普通視カとして用いられているのは
視力検査の基隼状態(視標面照度約2∞lx，対比約0.9)
での計測値であり，視作業時IL働いている実効視力とは
別である。以下本報告文中IC出て来る「視カJは，すべ
て乙の実効視力の意味iζ用いている。
また，本紀要 (Vol.17) Iζ視野の周辺の明るさが，
中心の明るさよりも約%。の場合， 説1!J400 (注視点よ
り各200) より外{日'1では背景飾皮にむらがあっても， 殆
んど視力K影響しないが，視角40。以内iζ背景輝度のむ
らがあると急激に視力が低下する乙とを報告幻した。前
回の実験は背崇の締度対比がかなり極端な状態(鱒度対
比約うio'"視作業面だけがスポット照明されているよう
な状態)での実験であったので，今回は更に輝度対比が
(日 )
約%-%の状態についても測定を行ない，視作業面背景
純度のむらの影響を詳しく調べた。その結果を報告する。
なお，多考として第1図~第4図に明視作業時の視野
内線度分布の例を示す。乙の例からも分るように，視野
内中心部分(注視点の附近)と周辺部との輝度の比率は
H 0-10倍の範聞が多い。
書官1図 一般的視作業面の一例(北向害資:昼間.u書)
.2図 上掲写真の飾皮(単位 :Nit) 
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第4図 上掲写真の輝度 (単位 :Nit) 
実験方法
実験装鐙，ランドJレト氏環視標は前報及び前々 報実験
lζ使用したものと同一であるから，.詳細については既
報3)を参照されたい。更に，被験者もまた均一な背景輝
度での実験の彼験者中から第1表に示すD，E， Gの3
名を起用した。
Ml表 被験 者 リスト
被験者
D 
E 
G 
性 511]I視力|色神
正
正
正
これは，視智:，被験者共同ーにした方が観野内宮市度分
布の影響をより正硲IL把握出来ると考えたためである。
煎!度の測定iζは，東芝製BM-I01型光電管鱒度計を
使用した。以前使用した東芝BM-l型光電管節度計と
同様に視感度補正されている。しかも，測定範囲が0.01
~朗Oニト (Nit:cd/ば) と非常lζ低輝度まで測定出来
るものである。
実験は視標の中心から 1ぺ 20，30， 100， 200 (そ
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れぞれ視角20，4ぺ6ぺ100，200， 400)の範囲を除
いて視野内の背f去に第5図lζ示すような反射特性をもっ
灰色の紙を貼った調光室で行なった。即ちダーク・グレ
ー (反射率3296，中心部背景との輝度対比0.69)，グレ
ー(反射率48%，中心部背景との輝度対比0.52)， ライ
ト・グレー(反射率6796，中心部背景との輝度対比0.32)
の3涯の対比について測定した。
なお，本報告では第6図IL示すように，視対象(視察)
と視対象の背景(視標附近・中心部背景)との輝度対比
を「視標対比J.また視対象の背景(中心部背景〉と周
辺郎背景との輝度対比を 「背景対比Jと呼ぶととにする
曾制帥占許
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第6図 対比の説明図
( 54.) 
更に各対比はr;:.式で求めた。
Bc-Bt 視榛対比 (Ct)=~&~. 
Bc-Bp 背景対比〈Cb)=-EZJこ
Bt:視様面の輝度
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Bc :視野内中心部背景の輝度
Bp:筏野内周辺部背景の輝度
なものから小さなものへ，また視角の大きなものから小
さなものへ，という組合わせで，各彼験者について3回
先，測定した，背景の獅l交の低い方から操作盤を被験者
が操作して，順次視緩が見えた時の背景輝度をま軍度計で
読みとるという方法で行なった。以上の実験を，各背景
輝度対比，各中心怒背景の大きさごとにそれぞれ行なっ
た。
被験者を約5分間陪順応させた後，視擦の対比の大き
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第8図 等視力線図 (背景対比0.52の場合)
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中 心部背景仰皮 (Nll)叫 d →
.9図 等視力銀図(背策対比0.32の場合)
実験結果
各測定値は，人間の感覚が刺激の対数iζ比例するとい
う Weber.Fechnerの法則iζ基づいて，対数平均した。
測定結果から，会彼験者の平均伎を第7図~第9図に示
す。前報の場合 (恥心部背景と周辺鶴の輝度対比0.98)
は中心部の明るさに対し，周辺部の明るさが低いと見え
にくくなっていたが，今回の実験結果では一概に見にく
くなるとはいえず，背景輝度対比がある範囲(例えば，
第8図，第9図iζ示す対比θ.52，0.32のもの〉では周辺
部が暗い方が見易くなっている。なお，中心害事背景が小
さくはる程，見易くなったり，見にくくなる傾向が箸る
しい。規模対比と必要背景録度の関係については必要な
背景規度かりPし変化しただけで，視野内均一背最締度の
等視力線にそれぞれ近似している。つまり，均一背景鱒
度での榎準等視力幽記長図において，視力のみを，それぞ
れの状態のものに読み換えてやればよいととになる。
考察
千"1正郎度対比の大きな所では， !l'~ 7~9 凶の如く視対
象の背最となる中心部背長が小さくなるにつれて，同じ
視対象を見るのに必要となる背景鮮度が高飼i度側に移動
しているのは，網膜上の応調斜度がずれるために恐るー
粧のまぶしさなどが原因であり，主として光診現象によ
るものと考えられる。
しかし，中心鶴の背景輝度より周辺認の背景録度の方
がやや'苦い時(周辺揮が中心部の%位まで)には，逆tζ
少し見易いという現象があらわれ，等視力線は低郷度側
Ir移動している。乙れは，視対象物近辺での平均郷皮Ir
全視野の応、割高輝度が近づいた乙となどに起因するもので
あろう。
以上の結果から視野内中心節分(視対象の背景部分〉
の大きさと必要背崇輝度との関係をまとめた結果の一部
が第10図である。視野内の輝度むらによって，視認する
のに必要な背景輝度が変化する割合いは，視対象物が大
きい(つまり，視療の視角が大きい〉程，やや大きいが，
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第10図 背景の大きさと必要背景輝度の関係
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大差ないといえる。視標の大きさの変化iζつれて， 中心
部i背景の大きさと必要背景餅度の相関仙線は背景飼i度数I1
iζそって，年1j移動するものと考えてよい。つまり，視
対象物の大きさによって，必要背景i'1度の絶対値が変っ
ているだけで，背長部分の大き怠の影響は視対象物の大
きさにかかわらず等しいと忠われる。 そ 乙 で， 背景IC~
度むらがある場合，会視野均一な背景輝度の時と等しい
視力を維持するのに必要な背景輝度の増加率は， 視対象
の大きさに関係なくほlま等しいと看倣して，中心部分背
景の大きさと必要背景輝度倍率の関係を求めると， 平均
値l立第11図に示すようになる。
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第12図 背景の大きさ (立体角)と視力維持に
要ー する背景輝度倍率の関係
れて，視総出来る大きさにどのよう1(，影響するかについ
てまとめた結果の一郎が第13図である。 ζの結果からも
60・
担保対比 0.95
- 背畏対比 0.98
-・・n長対!t0.52 
第1図 背京'の大きさ(視角)と視力維持IC 50・
要する背景飾度倍率の関係、 “ 区
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また，第11図から金視野均一な背景輝度の場合を基準 V 5 40・
として，線対象の背景部分(中心部背景)が視野内に占
.j1J 
める面積割合いと，中心部背景面積の減少につれて等し 持U
い実効視力を維持するのに必要となる背景輝度の増加率 +< 30・
との相闘を背長対比別IC求めたのが第12図である。 e 
同図から明らかな如く，視角40。以上(視線を中心と
司時
事E20剛
して20。以上周辺部)の部分では視野内IC輝度むらがあ 境
つでもあまり影響していないが，視角 40。より内側では 会
背景lζ前l~むらがあると影響が著る し く ， 特iこ中心部背 t" 
景と周辺部の対比が大きい場合には等しい視力を維持す
10・
るのにかなり背去を締皮を高めてやるζとが必要になる。
しかし，背景郷度対比が0.5以下のようlζ，比較的背景
輝度が均一な場合には，周辺部が中心部よりやや暗い方 v 0 0.5 1.0 1.5 2.0 
がかえって見易く，視力が僅かではあるが高くなる。 実効視力
次に均一な鱒度をもった中心部背景が小さくなるにつ 第13図 背景の大きさと視力の関係
( 57) 
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視対象の近く，視角40。以内の背景に明るさのむらがあ
ると， 答1力iζ大きく影響する乙とが分かる。
当)のものについて，中心部分背景の大きさが，背景輝
度や視力に及ぼす影響について求めた結果を，第14~15
閣に示す。同じように，視対象と背景のt.ji度対比，周1ち視線対比
0.95 (例えば白地に黒のはっきりした印刷物の対比に相 更に，視野内背景の明るさが部分的に異なる場合，背
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第15図 背景の大きさ、背景輝度と視力の関係
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景輝度対比が視力le与える影響についてまとめると第16
図のようになる。乙の図から，たとえ視野内の背景蝉皮
に明るさのむらがあっても，その鈎i度対比が1: 3以内
ならば，殆んど視力に影響を及ぼさないと言える。
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第16図背景の締度むらと視力の関係
周囲の明るさが注視点の視力lζ及ぼす影響について，
我が国で行われた従来の研究には，大塚氏4>，箕越氏5l
白玖氏6> 蒲山氏7>等の実験がある。大塚氏，箕越氏，
白玖氏等の研究は，明室と暗室で視力を比較測定した実
験であり，照明の基礎資料としては満足すべきものでな
b、。
蒲山氏lま， 対比可変装置を用いて視標附近の視角50
の範聞と周辺部とで背景の輝度対比を変えて視力lζ及ぼ
す不均一な背景輝度の影響を調べている。これを第17図
le示す。第17図は周辺海の背景勝度を一定として，中心
部背景との輝度対比及び視力との関係を求めているが，
既に何度も述べた如く，背景輝度が変化すると視力も変
化するととから言って，中心部背景輝度が変化する浦山
氏の実験方法では注視点近辺中心部分の背景の大きさの
影響を正しく求めたものとはいえない。例えば.周辺部
背景輝度が中心都分背景輝度の%。の実験の場合，浦山
氏の方法では中心部分の輝度が10倍になっており，それ
制
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第17図 背景輝度対比と視力の関係(蒲山氏の実験結果)
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だけ見易くなった分を実験結果l亡は含んでいる乙とにな
る。また.中心部分の背景視野も50と固定されており，
注視点附近の中心部背景の大きさによる視力への影響は
求められていない。
故jL，中心部背景視野 50の範囲について比較すると
第16図に示す如く，蒲山氏の測定leは背景勝度の変化の
影響を含んでいる点を考慮すれば，ほほ等しい結果と考
えられる。
以上の結果をまとめると， 明視照明では視角400 (注
視点を中心として各2(/) の範囲内は均一に照明してや
る乙とが望ましいが，少なくとも背景輝度の対比が1
3以内に納まるように設計する必要があると言える。そ
うでなければ著るしい視力の低下をきたし，それを補う
ためには明るさを増さねばならず， 大変不経済でもあ
る。
総 括
以上の結果を総括すると次のことが言える。
( i) 中心部分と周辺部とで背景輝度に相違があって
も(郎ち視野内iζ背景輝度のむらがあっても)等視力線
の傾向は変らず，視対象の背景(中心部背景)が小さく
なって，周辺の暗い所が増して来る程.0袈背景輝度の
増減が大きくなるだけであるから，均一背景輝度での標
準等視力幽線図において，視力のみをそれぞれの状態の
ものに読み換えてやればよし、。(第7"-'9図)
(ii) 背景の大きさが変った場合，均一な背景輝度で
の視力を維持するのに必要な背景輝度の増減率は視対象
(視標)の大きさに拘わりなく， Iまぽ等しいと考えられ
る(第10図)。
(ii) 視角 400以内の筏対象の背景輝度leむらがある
場合，見え方への影響が若るしいが，視角40。以上周辺
部ではほとんど影響がないと考えてよい(第11， 12図)
(iv) 同級に注視点の附近，視灼400の範凶内(L輝度
のむらがあると，視力の低下が著るしい(第13)。
(v) 注視点近辺の中心部背景純度と周辺部背皮の割
合い，即ち背景輝度対比が3: 1以内ならば，視力への
影響はほとんどないといえる (第16図)。
結論として，明視照明設計においては，視対象物附近
中心部の背景で，視角400 (注視点から各200) 以内の
範聞には，出来るだけ輝度むらを造らない方が望ましい
し，また，輝皮むらが出来たとしても， 輝度対比を1: 
3の純Dl内IL納める乙とが大切であるということが出来
る。そうすれば，実効視力の低下を殆んど防止tp.来る。
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